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文序

高清水町は、狭いながら、豊かな自然に恵まれ、しかも先人の残してくれた数多くの

文化遺産が眠つていると言われています。

そして、皆様すでにご承知のように、平成10年 3月、文化財調査報告書第 1集 「高清

水城跡」を皮切りに、12年 3月第 2集 「経ケ障。観音沢遺跡」、14年 3月第 3集 「仰ケ返

り地蔵前遺跡・高清水城跡」が報告され、その都度、町の歴史が解明されてきました。

本書は、高清水町国民健康保険診療所改築に伴う「高清水城跡発掘調査」、東小路道路

改良工事に伴う「高清水城跡発掘調査」、上佐野 2～ 3号線道路改良工事に伴う「佐野遺

跡発掘調査」などの報告書であります。そして、又新しく町の歴史が解き明かされ、積

み重ねられました。

今、時は、片時も留まることなく、新しいものを求め日々めまく
｀
るしく変ぼうし続け

ております。それは、今我々が生きている証であり、後世に残すべき貴重な歴史になる

ことは間違いありません。しかし、今があるのは、先人たちが築き上げた貴重な文化遺産。

歴史に支えられてきたからであることを忘れてはならないのです。そして、私たちには、

それをいかに保存し後世に伝えていくかという大きな責任があります。

これからも地道な努力により、さらなる町の歴史が掘り起こされ、解明されていくこ

とを祈念したいと思います。

最後になりましたが、発掘調査 。本報告書の発刊に当たり、多大なるご指導、ご尽力

を頂きました宮城県文化財保護課の皆様方をはじめ、町当局・関係諸機関のご理解、ご

支援に深甚なる感謝を申し上げ、発刊の挨拶に代えさせていただきます。

平成17年 3月

高清水町教育委員会

教育長 渡 邊 全 恵
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1,本書は宮城県栗原郡高清水町に所在する高清水城跡 2地点、佐野遺跡 2地点で行った発掘調査の

報告書である。

2.本書の作成は、宮城県荻育庁文化財保護課が担当し、整理、執筆は課員の協議を経て I・ Iを大

和幸生が、Ⅲを自崎恵介が行い、全体の編集は大和が行つた。

3.本書における土色の記述については、「新版標準土色帖 (1970:小山・竹原)」 を使用した。
4.本書第 1図は国土地理院発行の1/25,000の地形図「高清水」「築館」「真坂」「荒谷」を複製して使

用した。

5。 本書における遺構の略記号は次の通 りである。

SA:柱列跡 SBI掘 立柱建物跡 SD:溝 跡 SE:井 戸跡 SI:竪 穴住居跡 SK:土 墳
6.本書における座標値は、日本測地系に基づいており、国家座標第X系による。
7.高清水城跡の調査は、これまで数次にわたって行なわれてきた。今年度の調査は下記のように表

記する。

第 5次調査 :診療所建設に伴う確認及び事前調査

第 6次調査 :町道東小路線拡幅に伴う事前調査

8,調査の記録や整理に関する資料及び出土品は、高清水町教育委員会が一括して保管している。

1ア」



調 査 要 項

高清水城跡 (第 5～ 6次調査)

遺 跡 名 :高清水城跡 (宮城県遺跡登録番号44024)

遺跡記号 :TA

所 在 地 :宮城県栗原郡高清水町字東館ほか

調査原因

第 5次調査 :国民健康保険高清水診療所建設及び駐車場 。歩道建設に伴う確認 。事前調査

第 6次調査 :町道東小路線拡幅工事に伴う事前調査

調査主体

調査担当

調査面積

調査期間

調 査 員

佐野遺跡

遺 跡 名

遺跡記号

所 在 地

調査原因

調査主体

調査担当

調査面積

調査期間

調 査 員

高清水町枚育委員会

宮城県教育庁文化財保護課

第 5次調査 約400ゴ

第 6次調査 約250�

第 5次調査 平成16年 6月 7日～H日

第 6次調査 平成16年 8月 23日 ～30日

第 5次調査

櫻田逸子 (高清水町 町史編纂事務局)

後藤秀―・佐藤則之 。須田良平 。大和幸生 (宮城県教育庁文化財保護課 )

第 6次調査

櫻田逸子 (高清水町 町史編纂事務局 )

後藤秀―・佐藤則之・菊地逸夫・大和幸生 (宮城県教育庁文化財保護課 )

佐野遺跡 (宮城県遺跡登録番号44044)

RC

宮城県栗原郡高清水町佐野丁ほか

① 無線基地局鉄塔建設
② 町道改良
高清水町教育委員会

宮城県荻育庁文化財保護課

①調査 約180∬

②調査 約400だ

①調査 平成16年 9月 29日
②調査 平成16年 H月 24日

①調査 佐藤則之・須田良平
②調査 村田晃―。白崎恵介



は じ め に

高清水城跡は宮城県北部の栗原郡高清水町に所在する中近世の遺跡で、佐野遺跡は同じく高清水町

に所在する古代の遺跡である。町役場から、高清水城跡は南東に約600m、 佐野遺跡は北東約650mに

それぞれ位置している。

高清水町は、奥羽山脈から派生する陸前丘陵の一部である築館丘陵の末端部に位置している。高清

水城跡と佐野遺跡は善光寺川と小山田川の間の丘陵末端部分、標高約20mの微高地上に立地している。

高清水町内には現在、40箇所ほど遺跡が登録されている。高清水城跡・佐野遺跡に関わる奈良・平

安時代と中世の概要について述べる (第 1図 )。

奈良・平安時代の遺跡としては、経ヶ崎遺跡、東館遺跡、五輪 C遺跡、手取遺跡、宮ノ脇遺跡など

が知られている。経ケ崎遺跡では奈良時代の大型の竪穴住居跡などが発見され (高清水町教委 i1999)、

東館遺跡では平安時代の遺物包含層が確認されており、近 くに集落があることが想定されている (県

教委 :1980a)。

中世の遺跡としては、中世城館である新庄館跡が昭和49年に調査され、通路状遺構や段状遺構が発

見された (県教委 :1980b)。 城館以外では、観音沢遺跡で鎌倉時代後半から室町時代前半にかけての

建物跡や竪穴状遺構が発見され (県教委■980c)、 その近 くでは中世寺院と想定される覚満寺遺跡が

あり、葬送の場であつたことが確認されている (覚満寺跡発掘調査団■999)。 また、仰ケ返 り地蔵前

遺跡では、中世「奥大道」と思われる道路跡や中世の瓦などが発見されている (高清水町教委 :2002)。

仙禽算

No 遺 跡 名 時   代

1 高清水城跡 中世・江戸

2 佐野遺跡 古代

3 五輪 C遺跡 古代

手取遺跡 縄文早・前、平安

宮ノ脇遺跡 古代 。中世・近世

経 ヶ崎遺跡 縄文 古墳・古代
7 東館遺跡 弥生～平安

新庄館跡 平安・中世

9 観音沢遺跡 縄文・古墳 奈良～中世
10 覚満寺遺跡 中世 。近 IH

11 仰ヶ返 り地蔵前進跡 古代 中世

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡



Ⅱ 高 清 水 城 跡

1.高清水城跡の概要とこれまでの調査

高清水城跡は、天文年間 (1532～ 1554)に 大崎氏一族の高泉木工権頭直堅が築城し、天正14年 (1587)

に城郭として更に整備を進めたといわれる。大崎氏滅亡後の天正 18。 19(1590。 1591)年 には大崎・

葛西一揆において伊達政宗の陣所となった。慶長 9(1604)年には高清水の地が伊達政宗から亘理重

宗の隠居所として与えられ、その子宗根が居した。その後、仙台藩領高清水要害として、宝暦 7(1757)

年に宮崎から石母田興頼が配され、以後明治維新まで石母田氏が代々居住した。明治 6(1873)年の

学制施行に伴い石母田家から屋敷の一部が教場として提供され、城跡は高清水中学校の敷地の一部に、

他は市街地になって現在に至っている。残存する遺構としては、居所 (主郭)の北側に上塁数条と外

堀を埋めて作った外濠公園があり、往時を偲ばせている。

昭和51(1976)年 に東北新幹線建設工事に関わる発掘調査 (第 1次調査)ん 行ゞなわれ、古墳時代か

ら近世までの遺構や遺物が発見された。当初は、調査地点が高清水城跡の東部に位置する「東館遺跡」

と近接 。重複していたため「東館遺跡」として調査・報告がなされた。報告書では「堀 2・ 3」 は高

清水城跡の北側を区画する外堀ではないかと記載されている (県教委 :1980a)。

その後、平成 8。 9(1996。 97)年には高清水中学校の体育館建設工事に関わる発掘調査がおこな

われた。平成 8年の確認調査 (第 2次調査)では堀や主郭内部の掘立柱建物跡の一部などが確認され、

平成 9年の事前調査 (第 3次調査)では、中近世の溝跡、井戸跡、土獲、柱穴が発見され、 3時期の

変遷を捉えた。この際検出された馬出遺構は、15世紀中葉以降と考えられ、中世の高清水城跡の一端

を窺い知る貴重な資料になった。また、近世では主郭を二重の外堀が囲み、中でも、内側のSD-1

は上幅14.5m、深さ3.2mと きわめて大規模な堀であったことが明らかになった (高清水町教委 :1998)。

平成12年の下水道工事に伴う調査 (第 4次調査)では、近世高清水城跡の堀と堀を結ぶ給排水用の暗

渠施設が確認されている (高清水町教委 :2002)。

これまでの調査成果や貞享五年 (1688)作の高清水要害屋敷絵図などから、居所を中心に北側には

二重の堀と土塁が巡り、西側には「日」字状の堀と土塁が取 り付き、更に周囲には堀と土塁で区画し

た屋敷地を配している様子が想定されている (第 2図 )。

2.第 5次調査

1)調査に至る経過と調査の方法

平成16年 4月 に高清水城跡の外堀西側で国民健康保険高清水診療所の改築工事が行なわれ、現場に

おいて陶磁器・鉄製品や遺構が露出しているとの通報が町民より高清水町教育委員会にあった。町教

育委員会からの通報を受けて宮城県文化財保護課が現地を確認したところ、診療所本体の改築は既に

終了し、歩道及び駐車場予定地に陶磁器や遺構が露出している状況であった。そこで、高清水町、町

荻育委員会、宮城県文化財保護課の三者が協議をし、工事の終了した診療所本体部分は調査不能なた
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め、歩道及び駐車場予定地部分の確認調査を実施することにした。また、調査区南側が工事施工時に

削平されることから、南側部分を事前調査に切 り替え、調査を行なった。発見された遺構及び調査区

については、国家座標第X系を用い、平面直角座標を組み、縮尺1/20・ 1/50の平面図・断面図を作成

した。また、遺構の記録写真は35mm白 黒・カラースライド・デジタルカメラで撮影した。

2)調査の成果

今回の調査では掘立柱建物跡 5棟以上、柱列跡 l列、溝跡 4条、井戸跡などを検出した (第 3図 )。

調査区が限定され、また、確認調査のため遺構の新旧関係や規模などの詳細は明確ではない。したがっ

て、以下では主な遺構のみ記述する。その他の遺構の概要は一覧表にまとめた (表 1-1～ 4)。 遺物

は工事中に近世陶磁器や中世陶器などが採集され、調査では遺構に伴う近世陶磁器の他、少量の上師

器や石鏃なども遺構堆積土や表土から出上した (写真図版 4)。

①掘立柱建物跡 。柱列跡 (表 1-1)

掘立柱建物跡は5棟、柱列跡 l列を検出した。柱穴は多数検出したが、部分的な調査のため、建物

の全体が判明しているものはない。建物の重複状況から少なくとも4時期の変遷が考えられる。SB

12掘立柱建物跡は3間以上 。5間の大型の建物で、東に張り出し部が付き、一部に床束を持つ建物で

ある。S B13掘 立柱建物跡は南に 1間分の庇若しくは縁が取り付く桁行 4間以上 。梁行 3間以上の東

西方向の大型の建物である。また、これらの建物は、 S D05溝跡と重複し、S B13掘 立柱建物跡はS

D05溝跡よりも古く、S B12掘 立柱建物跡はS D05溝跡よりも新しい。

②溝跡 (表 1-2)

溝跡は4条検出した。 S D05・ 06溝跡は、上幅が106～ 146cm、 底面幅が60～ 65cm、 深さが37～ 64cm、

断面形がともに逆台形を呈する。S D03は 上幅が88cm、 底面幅が35側、深さが48cm、 断面形は逆台形

を呈する。遺物はS D04か ら19世紀後半頃の染付磁器が出土している。

S E21 S D05→ S B12桁行 3間以上×梁行 5間 東側に 1間分張 り出し、南側に床東

南側に 1間 X5間以上の縁 ?庇 ? S B13→ S D05桁行 4間以上 X梁行 3間以上

桁行 4間以上 X梁行 I間

桁行 l間以上 X梁行 3間以上

桁行 2間以上 ×梁行 1間

第 1表  5次調査 遺構属性表



③井戸跡 (表 1-3)

井戸跡は14基確認した。事前調査の対象となった S E01・ 02井戸跡は調査区南側に位置し、ともに

平面形は円形を呈し、S E01井戸跡は直径90cm、 S E02井戸跡は直径120cmで ある。壁はともに垂直に

立ち上がり、断面形は筒状を呈する。また、いずれも湧水のため、完掘できなかったが、ボーリング

調査によりlm以上深いことが明らかになっており、深さは2m以上になると考えられる。S E01井

戸跡の堆積土は、 2層が人為的埋上、他は黒褐色の自然堆積上である。S E02井戸跡の堆積土は、黒

褐色の自然堆積土である。また、 S E01井戸跡の堆積土から17世紀代の染付磁器が出上している。

3)考察

S D03・ 05,06溝跡はいずれも断面形が逆台形を呈し、堆積上が類似している。高清水城跡の西側

外堀北辺若しくは西辺にほぼ平行する。 S D03・ 05は 18mの間隔で東西方向に平行する。このような

ことから、これら溝跡は遺物は出上していないものの、絵図に記された高清水城跡の外堀西側に位置

する「下中屋敷」の区画溝跡と考えられる。絵図では「下中屋敷」は大きく道路で区画されて描かれ

ているのみで区画内の詳細は描かれていない。 S D03・ 05溝跡の間隔は10間 (18m)であり、屋敷地

の地割りを反映している可能性がある。したがって、「下中屋敷」内に更に細かな地割りが想定される

が全体像は不明である。

掘立柱建物跡は調査区西側で 4時期以上の変遷を辿るが、調査区は狭いものの南西側と東側では掘

立柱建物跡はほとんどみられない。近世武家屋敷地はこれまでの調査例から、表の道路若しくは表門

に比較的近い地域に主屋が建てられ、その裏手に納屋や井戸を設ける空間が存在するという配置が考

えられており (佐藤 :1974・ 1994・ 迫町教育委員会 :1995)、 西側の建物が重複する地区は表門や表道

路に近接する場、東側は裏手付近の空間、南西側は屋敷境にあたる可能性が考えられる。なお、区画

溝跡は、建物跡と重複することから、何度かの屋敷地の変遷が考えられるが、部分的な調査のため詳

細は不明である。

4)ま とめ

① 今回の調査区は高清水城跡の外堀西側に位置する。発見された遺構は、掘立柱建物跡 5棟以上、
柱列跡 1列、溝跡 4条、井戸跡、土渡などを検出した。

② 遺物は井戸、溝跡、柱穴から近世陶磁器が出土した。石鏃、土師器、常滑産の中世陶器などが表
土から採集されているが、明確な縄文時代 。古代 。中世の遺構は確認できなかった。

③ 今回検出した掘立柱建物跡や溝跡などは高清水城跡存続期のものと考えられる。

④ 高清水城跡の外堀西側の位置に、屋敷地を10間幅で東西に区画した地割りを検出した。17世紀後
半の絵図に記された「下中屋敷」内に更に細かな屋敷地の地割りが想定された。

⑤ 掘立柱建物跡は調査区西側で少なくとも4時期の変遷を辿り、表に近接する場が想定され、東側
は裏手の空間、南西側は屋敷境にあたる可能性が考えられる。



3 第 6次調査

1)調査に至る経過と調査の方法

平成16年 3月 に高清水城跡地内において町道東小路線の改良工事が計画されたため、高清水町建設

課、町荻育委員会、宮城県文化財保護課の三者が協議を行ない、①予定地南側に位置する土塁に影響

を及ぼさない工事を実施すること、②生活道路として使用している現道部分は除いて、拡幅部分につ

いて事前調査を実施することの 2点を確認し、調査を行った。発見された遺構及び調査区は道路セン

ター杭を基準として縮尺1/乙 0・ 1/50の平面図・断面図を作成した。また、遺跡の記録写真は35mm白黒・

カラースライド・デジタルカメラで撮影した。

2)調査の成果

今回の調査で発見された遺構は、柱列跡 l列、溝跡 4条、土墳 7基、井戸跡 l基などである。遺構

などから土師器、陶磁器類、古銭など少量の遺物が出上した (第 4・ 5図、写真図版 4)。

①柱列跡 (表 2-1)

S All柱列跡

AttS D01溝跡の北側に沿う東西方向の柱列跡である。規模は5間以上で調査区内では6.lmを確

認した。柱間寸法は西から1.1・ 1.5。 1.1・ 1,2・ 1.2mである。柱穴は全体形がわかるものはないが、

深さは13～25cmであり、柱痕跡は直径13～23cmの 円形で、深さは20cmほ どである。

②溝跡 (表 2-2)

S D01溝跡

A区 とB区で検出した東西方向の溝跡で、調査区外の南に残存している土塁に平行して位置する。

A区・ B区 ともに現道が接しているため部分的にしか掘り下げることができなかった。A区で 3時期

以上の変遷が認められる。A区でH.8m、 B区で10mを検出し、総長は106m以上と考えられる。規模

は上幅が120cm以上で、深さ50cm以上で断面形は不明であるが、北側に段が取り付く。堆積土は、1～

7層はいずれも暗褐色の自然堆積上で、 8層は地山ブロック混じりの崩落上である。堆積土上面から

近世陶磁器が出上している。

＼
0                          5m

S.PW     S.P,W

0                         5m

キ

Y=16140
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遺構名 層No 土  色 上  質 備   考

SAH
1層 10YR3/1 黒褐色 シル ト質土 柱痕跡

2層 10YR3/2 黒褐色 ンル ト質土 柱穴掘 り方

SAH柱 列跡柱穴断面
第 4図  A区遺構配置図
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遺構名 唇No 土色 土 質 備考

S D04

l層 10釈 3/2 黒褐色 ンルト 自然堆積土 地山粒若干含む。
101R2/2 黒褐色 ンルト 自然堆積土 地山ブロック中量含む。

3層 10YR3/2 黒褐色 ンルト 自然堆積土 地山粒若干合むて
4層 lllYI12/1 黒色 ンルト ヨ然堆積土 炭化物・地山粒少量含む。
5層 10YR3/1 黒褐色 ンル ト 自然堆積土 地山少量含む。若干砂を合む。
6月雪 10YR4/3 黒褐 御 砂混じり粘土 自然堆積土 粘性あり

S D04滴跡上層注記表

●
醒

+X149350

+脚卿0
Y=16240

S,Po S

24.Щ

0                      1m

SD01溝跡断面図

霞構名 習Nc 土  色 土 質 lh~ 考

S D01

1層 10YR4/3 にぶい責褐色 シル ト 自然堆積土

2層 10YR3/3 暗褐色 ンルト 自然堆積土 砂を少量含む。
3層 10YR3/4 暗褐色 シフレト 自然堆積土 地山粒 炭化物少量含む。
4層 10YR4/3 にぶい黄褐色 ンル ト 自然堆積土 地山を少量含む。
5層 10YR3/4 暗褐色 シル ト 自然堆積土 地山粒を少量含む。
6層 10釈4/3 にぶい黄褐色 シルト 自然堆積土 地山粒を中量含む
7層 10釈5/4 すこぶい黄褐色 砂質土 自然堆積土

8層 10YR4/4 褐色 シルト 議落土 地山ブロック多量に含む。
S D01濤跡土層注記表

第 5図  BoC,D・ E・ F区 遺構配置図



S D04溝跡

B区 とC区で検出した南北方向の溝跡である。溝跡は南西に徐々に方向を堆

積土は黒～黒褐色の自然堆積土である。転じながらB区で1。 9m以上、C区で

10.6m以上検出し、総長は16.6m以 上である。規模は幅1.3m、 深さ75cmであ

り、断面形は逆台形を呈する。堆積土は黒～黒褐色の自然堆積上である。堆積

土中から南宋銭 (景定元費 :初鋳1260年 )が出上している(第 6図 )。

S=1/1

第 6図 古銭

S D12溝跡

A区で検出した南北方向の溝跡である。 S D01溝跡に取 り付き、総長は70cm以上である。規模は幅

60側、深さ10～ 18cmで、S D01溝跡に向かうに従って深 くなる。堆積土は暗褐色の自然堆積上である。

遺物は出上していない。

S D17溝跡

F区北端で東西方向に延びる溝跡を部分的に検出した。調査区が狭 く、現道が崩落する可能性があつ

たため調査を断念した。堆積土は黒褐色の自然堆積上である。遺物は出上していない。

③土境 。井戸跡 (表 2-3)

検出された上墳は3つのタイプに分類され、①円形を基調とするもの (S K02・ 03土獲)、 ②方形を

基調とし、断面形が皿状のもの (SK8。 9土墳)、 ③方形を基調とし、断面形がU字形を呈するもの

(S K13・ 14・ 15土墳)に分かれる。

なお、③の上墳の堆積土はすべて人為的埋上である。規則的に土獲が並ぶことから柱穴の可能性も

考えられたが、柱痕跡は見つからなかった。

S E16井戸跡

D区で検出した。直径150cmの 円形を呈するものとみられ、1/3は調査区外へ広がる。湧水と崩落の

ため調査を断念したが、深さは170cm以上、断面形は漏斗状を呈する。遺物は出上していない。

遺構名 柱 柱 床 柱痕跡
(cm)

方 向 遺物

SAH 総長 柱間寸法 (m) 平面形 平面寸法(cm) 深さ(伽) 埋 土

61m以 上 西から1卜 15・ 1卜 12・ 1,2 不 明 25-45 13-25 地山ブロックを多 く合む黒褐色上 13^v23 東西 な し

表2-1 柱列跡属性表

還構名 調査 区 長  さ 上  暇 深 さ 断面形 方 向 重 複 関 係 遺   物 備   考
S D01 A・ B区 106m以上 120cm以 上 Im以上 不明 。北側に段 東西 S D12と の関係は不明 近世 陶磁器

S D04 B'C区 16.6m以 上 13m 75cm 逆台形 南北 な し 古銭「景定元賀(南宋 1260)|

S D12 A区 06m以 上 60cn 10～ 18cm U字形 南北 S D01と の関係は不明 な し

S D17 F区 1.5m以上 不明 不 明 東西 な し な し 東館遺跡 「堀 4・ 5 か

表 2-2 湾跡属性表

遺構名 調査区 平面形 平 面 規 模 断面形 深  さ 遺  物 堆積土

S K02 B区 不整な円形 長軸120cm・ 短軸100cm 逆台形 20cal 人為

S K03 B区 円形 直径 160cm 逆台形 人為

S K08 C区 方形か 長軸100cm・ 短軸40cm以上 皿状 10cm 自然進積

S K09 C区 不整な方形 長軸 100cm・ 短軸 75c14 皿状 10伽 自然堆積

SK 3 C区 隅丸方形 長軸 150cm・ 短軸 40cm以上 U字形 30cm 近世陶磁器 人為

SK 4 C区 隅丸方形 長軸100cШ・短軸55cm U字形 30cm 人為

SK 5 C区 隅丸方形 長軸 70cm・ 短軸 30cm以上 U字形 25cm 人為

SE 6 D区 円形 直径 150cm 漏斗状 170cm以 上 自然堆積

表2-3 土羨・井戸跡属性表

第 2表  6次調査 遺構属性表



3)考察

S D01溝跡は高清水城跡の推定される二重の外堀の北側に位置している。 S D01溝跡の南に平行し

て高さ 2～ 3m、 下幅で 5～ 10m、 総長80mほ ど土塁が残存しており、土塁との直接的な関係は不明

だが、位置的にみて、土塁の北側に取り付 く区画の「堀」ではないかと考えられ、絵図の「下中屋敷」

を区画する溝跡と考えられる。前述の絵図には、土塁は記載されているが、溝は記載されていない。

このことから絵図面作成時の17世紀後半頃には堀として機能していなかった可能性が考えられる。 S

D04溝跡は南宋銭が出土しているだけであるが、 S D01溝跡と方向性も若干異なることから、ここで

は中世～近世の溝跡と考えた。また、 S D17溝跡は溝の南端を検出しただけであるが、現地形は沢状

地形に水田が広がり、貞享の絵図ではこの沢地の南側に土塁が廻っていることが記されている。また、

東館遺跡調査時の 「堀 4」 若しくは「堀 5」 の延長線上にあることなどから、 S D17溝跡は高清水城

跡北側を区画する堀跡である可能性が考えられる。

4)ま とめ

① 今回の調査区は高清水城跡の外堀北側に位置する。発見された遺構は、柱列跡 1列、溝跡 4条、
井戸跡 1基、土獲などである。

② 遺物は、遺構から近世陶磁器や古銭などが出上した。

③ 今回検出した遺構は、S D04溝跡は中世から近世、その他の遺構は近世と考えられる。
④ 今回の調査区は、17世紀後半に作られた絵図に記された「下中屋敷」の縁辺部に相当する。屋敷
地を区画していたと考えられる土塁に平行してS D01溝跡やSAH柱列跡などを検出し、「下中屋

敷」の区画の一端を窺い知ることができた。また、「下中屋敷」の縁辺部であるため建物などは検出

できなかった。

⑤ 今回F区でS D17溝跡を検出し、この溝跡は高清水城跡の北側を区画する堀である可能性がある。
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Ⅲ 佐 野 遺 跡

1 調査に至る経過と調査方法

平成16年 9月 7日 に、株式会社エヌ。テイ。テイ・ ドヨモ東北より無線基地局の鉄塔建設の計画が

提示された。計画対象地は佐野遺跡の範囲に含まれており、関係者間で協議した結果、確認調査を実

施することとなった。これを受け平成16年 9月 29日 に鉄塔建設計画地を対象として確認調査を実施し

た。鉄塔及び管理棟の建設を計画していた南北約16m、 東西約10mの平面凸形の範囲を調査区として

表土を20～ 30cm掘 り下げたところ、調査区北東部の黄褐色砂質シルトの地山面で竪穴住居跡を検出し

た。そこで調査区を南側へ約 6m拡張して、遺構の有無の確認を行つたところ、拡張箇所では遺構は

検出されなかった。その結果、鉄塔の建設は遺構が存在しない南方へ位置を変更することとなった。

検出された遺構の記録 として縮尺300分の 1の略測図を作成 し、デジタルカメラによる写真撮影を

行つた。

平成16年 4月 21日 には、高清水町より町道改良の計画が提示された。現在幅員 2～ 3mの砂利敷き

道路を、幅員約 6mに拡幅してアスファルト舗装しようとするものである。この計画の対象地も佐野

遺跡の範囲に含まれており、前述の確認調査において、古代の竪穴住居跡が検出されていることや、

計画地に隣接する箇所で竪穴住居跡の断面が確認できることから、拡幅部を対象に確認調査を実施す

ることとなり、平成 16年 H月 24日 から調査を開始した。現在の道路には水道管が埋設されているため、

これを避けて、田畑となっている道路拡幅部に調査区を設定した。

調査区は対象地内の 7地点に、幅1.8mの トレンチを設定して遺構の確認作業を行つた。その結果、溝

跡を数条とピットを数個検出したが、これらの年代は特定できなかった。検出した遺構の記録として

縮尺1/100の略測図を作成し、デジタルカメラによる写真撮影を行い、H月 26日 に調査を終了した。

以下、平成16年 9月 の鉄塔建設に伴う確認調査区を東区、平成16年 H月 の町道改良に伴う確認調査

区を西区として、その成果を報告する。

2 調査の成果

①基本層序

佐野遺跡の基本層序は3層に大別でき、第 I層が暗褐色シルトの表土・耕作上、第■層が黒褐色粘

土質シルトもしくは黒褐色シルトの旧表上、第Ш層は黄褐色砂質シルトのいわゆる地山である。東区

では調査区北部は第 I層直下が第Ⅲ層の地山面、調査区南部は第 I層、漸移層、第Ⅲ層という層序で

ある。西区のトレンチ 1～ 3では第 I層直下が第Ⅲ層、 トレンチ4～ 7では第 I～Ⅲ層の層序で、場

所によって第Ⅱ層と第Ⅲ層の間に、漸移層がみられるところもある。遺構はすべて第Ⅲ層上面で確認した。

②発見された遺構と遺物

(1)東区 (第 7図 )

東区では、調査区の北東部の第Ⅲ層上面で、 S101竪穴住居跡を検出した。これは竪穴住居跡の南



辺から西辺にかけて確認したものである。住居跡の北辺―と東辺は調査区の外にあるため全体の規模は

不明であるが、一辺 6m以上で、平面形は方形であると思われる。住居内の堆積土は暗褐色シルトで

あり、堆積土中に1.5～ 2mほ どの範囲で灰白色火山灰層が分布してぃた。今回の調査は平面確認にと

どめており詳細な住居跡の構造は不明である。なお、遺構確認作業中に土師器不・甕の破片が数点出

上した。

② 西区 (第 8図 )

西区ではトレンチを7箇所に設定した。以下、西から順にトレンチと、 2… 7と する。 トレンチ 2
でビツト数個を、 トレンチ 3、 4で溝跡 2条を、 トレンチ 5で溝跡 3条 とピット数個を検出した (第
3表)。 トレンチ 1、 7では遺構は確認できなかった。なお、トレンチ 2の北側では以前から竪穴住居
跡の存在が知られていたが、今回の調査ではそれに関連するような遺構は検出できなかった。
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匡 コ 計画変更建設予定地

第7図 佐野遺跡東区平面図(1/300)
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溝跡は 7条検出した (第 4表 )。 いずれも幅50cm～ lmほ どのものであり、その方向はトレンチごと

に、南北方向のもの 3条 と、東西方向のもの 4条 とに分かれる (第 8図 )。 溝の堆積土は第Ⅲ層のブ

ロックを含むしまりのない黒褐色シルトである。溝の深さは、 トレンチ 4の S D03溝跡で約30cm、 ト

レンチ 6の S D07溝跡が約 6 cm、 S D08溝跡が約60cmであった。

トレンチ 5では約2,7mの間隔で一直線上に 4個並ぶピットを確認した。掘方は一辺約30cmの 方形

で、埋土はしまりのない黒褐色シル トである。柱痕跡は確認できなかった。

その他 トレンチ 2、 5で検出したピットは直径20～ 30cm程度の円形のもので、ピット相互の配置に規

則性は見出せなかった。

遺物はトレンチ 6の第■層から須恵器甕の小破片が 1点出上した。

トレンチ名
ト レ ン チ の 規 模

検 出 し た 遺 構
長さ※1 深さ※豊

トレンチ 1 17m 20-30cm な し

トレンチ 2 651n 50^Ψ 60cm ピット数個

トレンチ 3 29m 50′ ツヽ80cm S D02溝跡

トレンチ 4 261n S D03溝跡

トレンチ 5 481n 40-60cm S D04、 05、 06濤跡、ピット4個

トレンチ 6 24■n 75cm S D07、 08溝跡

トレンチ 7 15m な し

※l トレンチの幅は約1.8m  ※2現地表面から第Ⅲ層上面まで
第 3表 西区  トレンチー覧

遺橋名 検出トレンチ 内 容

S D02溝跡 トレンチ 3 東西方向、幅60cm

S D03溝跡 トレンチ 4 南北方向、幅90cm、 深さ30cm、 堆積土 :黒褐色シルト

S D04溝跡 トレンチ 5 南北方向、幅1.2m、 深さ35cm、 堆積土 :黒褐色シルト

S D05溝跡 トレンチ 5 北東～南西方向、幅90cm、 堆積土 :黒褐色シルト

S D06溝跡 トレンチ 5 南北方向、幅50cm、 堆積土 :黒褐色シルト

S D07溝跡 トレンチ 6 東西方向、幅70cm、 堆積土 :黒褐色シルト

S D08溝跡 トレンチ 6 東西方向、幅1.Om、 深さ55cm 堆積上 :黒褐色シルト

第 4表 西区 検出した溝跡一覧

3 まとめ

東区ではS101竪穴住居跡を検出した。住居内に堆積していた灰白色火山灰が10世紀前葉に降下し

た十和田火山のもの (宮城県多賀城跡調査研究所 :2001)と みられること、遺構検出時に出上した土

師器不の破片は奈良時代後半頃のものと思われることなどから、この竪穴住居跡は古代のものと考

えられる。

西区では、第Ⅱ層から須恵器甕の小破片が出上していることから、この旧表上が古代以降のもので

あると考えられるが、年代を特定するには決め手に欠ける。また、検出した溝跡、ピットはいずれも

堆積上が第Ⅱ層起源のしまりのない黒褐色シルトであるが、遺物が出上しておらず、各遺構の年代を

想定するには至らなかった。

参考文献

宮城県多賀城跡調査研究所2001:『多賀城跡 多賀城跡調査研究所年報2000』 p.87の註 5
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写真図版 1(高清水城跡 5次 )

高清水城跡 5次調査
調査区 (南から)

高清水城跡 5次調査
調査区 (北から)

高清水城跡 5次調査
調査区東側 (西から)



写真図版 2(高清水城跡 5次・ 6次 )

5次調査  S D03断面 (東から)

4 6次 調査A tt SAHと S D01(西から)

■
―
奪響

B tt S D01(東 から)

5  6次 調査 Att SD01と 土塁 (東から)
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2 5次調査  S B13と S D05断面 (東から) 3 5次調査 SD06断 面 (南から)
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6 6次 調査 7 6次調査 B tt S D01断 面 (東から)



|:ユ||ト

写真図版 3(高清水城跡 6次 )

6次調査 C区完掘状況 (南から)
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No れヨ  冴J 器  種 調査 次 数 出土層位 法 量 付  傲 生 産 地

1 析世 磁 器 飯 碗 5久調 査 S D04堆積土 口径 (10.8cm)残 存高 (3.9cm) コバァレト呉須 19世紀後 半

近世磁器 飯碗蓋 5次調査 S D04堆積土 径9.2cm 島さ3.2cm 瀬戸19世紀代

3 折 世 駐 器 皿 5次調査 S E02堆 積土 底径 (4.8cm)残存高 (1.35m) 局 合 に砂 肥 前  17世紀 か

近世磁器 飯碗 5次調査 表土 口径H6cm 器高5.6cm 瀬戸 19世紀代
5 近 世磁 器 茶碗 5次調 査 表 土 口径 (7.2cm) 不明

近世磁器 中皿 5次調 査 表 土 径13 8cm 器高2 6cm 墨弾 き 五 弁 花 一削

7 近 世磁 器 中 皿 5次調査 表土 腐径 (8cn)残 存高 (1.85cm) 墨弾き 五弁花 一削

8 近世磁 器 茶碗 5次調査 表 土 破 片 切込焼 ?

9 近世磁器 茶碗 5次調査 表土 破片 切込焼 ?

中世 陶器 甕 5次調 査 表 土 破 片 常滑

l 瓦質上器 火鉢 5次調査 衰 土 破片 不 明

瓦 瓦 5次調脊 表土 破 片 不明

鉄製品 石突 5次調査 表 土 長さ17cm   幅7.lcm 木質部残る 不 明

石 器 石鏃 5次調査 表土 長さ2.lcm  幅1.35cm 重さ0.7日 石材 :頁岩 不 明

近世磁 器 大 皿 6次調 査 遺構確 認 [受ぞ≧15.8cm 単則

近世磁器 徳利 6次調査 遺構確認 破片 切 込焼 ?

近 世磁 器 角 皿 6次調査 遺構 確 認 f冶 4.8cm  を三ぞζ4,7cm  号岳「三1.7cm 型成形 瀬戸か

古銭 南夫 儀 6次調査 S D04)佳積 土 径2.31cm 重さ0も宮 「曇 定元 管 I(1260)

写真図版4(高清水城跡 5次・ 6次調査 出土遺物 )
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写真図版 5(佐野遺跡 )
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写真図版 6(佐野遺跡 )

1
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3

4

5

6

7

西区 東半部 (東から)

西区 トレンチ2ピ ット (北西から)
西区 トレンチ 3(南東から)
西区 トレンチ4(西から)
西区 トレンチ 5(北西から)
西区 トレンチ6(北東から)
西区 トレンチ6溝跡詳細 (西から)
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所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

高清水城跡 城館 中世～近世 掘立柱建物跡 5棟

柱列跡 1列

溝跡 4条

井戸跡14基

土墳

磁器・陶器 。中世

陶器・土師器

鉄製品 (石突 )・石

鏃

東西10間幅の屋敷地の一

部と「下中屋敷」地の地

割りの一部を検出

高清水城跡 城館 中世～近世 柱列 l列

溝跡 4条

井戸跡 1基

土墳 7基

磁器・陶器・須恵

器・古銭

土塁北の区画溝

北側堀跡の検出

佐野遺跡 集落 古代 竪穴住居跡 1軒 土師器不・甕 灰白色火山灰が堆積

佐野遺跡 集落 古代 溝跡 7条 須恵器甕 溝跡については年代不詳
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